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クスアナアキゾウムシクスアナアキゾウムシ

■幼虫は地際部の樹皮下を不規則に食害
する。

■成虫の寿命は長く、
二冬を越して生存し、
４月頃から活動を始
め、５月下旬～７月
にかけてシキミの根
元に産卵する。

■被害を受けた地際部には糊状のドロド
ロした褐色の虫フンが排出されている。

■６月下旬頃～10月頃
にかけて産卵木から
脱出した成虫は、葉
柄や緑枝を食べるの
で食害痕が残る。
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■多数の幼虫に同時に加害されたり、連年加害されるとシキミの
樹勢が弱まり、結実が多くなる。

■さらに進むと葉が黄色くなる。
■さらに進むと枯れてしまうことも少なくない。

■ 成虫の越冬防止のため、
雑草や落ち葉を除去し
地表をきれいにする。

防除対策防除対策

■ 枯損木の除去・成虫の捕殺
●枯れた木や葉が黄色くなった木

の幹・根の中には幼虫がいるの地表をきれいにする。
また、枯損木の除去や
成虫の捕殺、薬剤散布
を行い、被害の多いと
ころでは、数年繰り返
して行う。

で、掘り取り焼却する。
●成虫は曇天や雨天時などには、

樹上にいることが多いので見つ
けたら捕殺する。

■ 薬剤による防除
●産卵期（ピーク：６～７月）、成虫の脱出・後食期（ピーク：
７月下旬～８月上旬）に、スミチオン乳剤（1,000倍液）やコ
テツフロアブル（2,000倍液）を木の根元と枝葉全体に散布する。

２



■５月上旬から軍配の
形をした透明の羽根
を持つ成虫が出現し、
９月頃まで葉裏に寄
生して増殖を繰り返
す。幼虫、成虫とも
葉の液を吸汁する。

■被害を受けると葉の
表面は白いカスリ状
となる。

シキミグンバイ

■葉の表面が退色してカスリ状
になるとともに、葉裏には白
いフンや脱皮殻が付着し、商
品価値が著しく下がる。
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■ 発生を認めたら、スミチオン
乳剤（1,000倍液）を葉裏に
十分かかるように散布する。

■ 薬剤効果は極めて効果的なので吸汁がすすんで、カスリ状に
ならないうちに、なるべく早く散布する。

■ シキミグンバイは繁殖力が大きく、成虫の飛ぶ範囲も広いの
で、再度発生することが多い。発生時には７～１０日おきに
散布した方がよい。

防除対策防除対策



コミカンアブラムシ

■夏期、新梢と葉裏
に群生して吸汁加
害する。

■年に10数回発生す
る。

■多発すると葉が 内側に向
かって 縮れて巻く。

■商品価値が著しく下がる。
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防除対策防除対策

■ 風通しの悪い環境で多く発生するので、適切に剪定して風通
しを良くする。

■ 薬剤散布は春～夏にかけてスミチオン乳剤（1,000倍液）やア
グロスリン乳剤（2,000倍液）、マツグリーン液剤２（500倍
液）を散布する。



アオバハゴロモ

■年一回の発生で５月頃か
ら葉裏に幼虫が現れる。
６月に幼虫が新梢上で白
い綿状分泌物を出すが、
それがずっと残るので美
観上問題になり、商品価
値が下がる。

■７月下旬から淡い緑色の
きれいな羽を持つ成虫に
なる。

■成虫も枝を吸汁する。
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防除対策防除対策

■ 枝葉が密生した日当たりや風通しの悪い場所に発生しやすい
ので適切な剪定をする。



ハマキガ類（チャハマキ・コカクモンハマキ）

■幼虫は葉を
２～３枚、
糸でつづり
合わせてそ
の中で葉肉
部を食害す
る。

■１年に３～
４回発生す
る。る。
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防除対策防除対策

■ つづり合わせた葉を採って焼却する。

■展開した被害葉



シキミタマバエ

■葉の裏面に半球形の虫えいが
見られる。

■被害は山間部のシキミに発生
する傾向がある。

■美観が損なわれ、商品価値が
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防除対策防除対策

■ 被害の多い枝葉は成虫が羽化する５月上旬までに切除し、焼
却する。

■美観が損なわれ、商品価値が
著しく下がる。



フシダニ （種不明）

■旧葉に濃緑色の斑点がモザイク状に
生じる被害で、モザイク病、紋々病、
輪紋病などと称されていた。

■被害は文献資料等により、フシダニ
（体長0.1～0.3mm）によるものと推
察される。

■美観が損なわれ、商品価値が著しく
下がる。
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■葉裏のフシダニ防除対策防除対策
■薬剤散布は、発生初期にマシン油乳剤
（100倍液）やピラニカ乳剤(1,000倍液）
を散布する。



輪紋葉枯病

サカキの代表的な病害サカキの代表的な病害

■■輪紋葉枯病輪紋葉枯病 ■■白藻病白藻病 ■■炭炭そそ病病 ■■すすすす病病

■サカキは特に激しい被害が発生し、ほとんどの葉が落葉し、枯
れることも少なくない。

■病斑は赤褐色の円盤
で輪紋状になる。

■病斑ができた葉は褐
色化の症状が進み落
葉する。

■病葉は被害木下方の
枝元部から枝先に、
下枝から上方に進ん
でいく。
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れることも少なくない。

防除対策防除対策

■ 病葉を早期に摘み取り、落葉したものも集めて焼却する。

■ 被害のひどいものは伐採し、栽培地外へ持ち出し、焼却する。

■ 薬剤による防除は、５月下旬までにベンレート水和剤（2,000倍液）
やZボルドー（500倍液）、トップジンＭ水和剤（1000倍液）を散布
する。



■葉の表面に白い
小さな固まりが
付着して、放射
状に広がる。

白藻病

■白い放射状の固まり
は、しだいに菊紋状
になる。

■病葉は長い間落葉せ
ず著しく美観を損な
い、商品価値が下が
る。
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防除対策防除対策

■ 日当たりや風通しが悪い環境で発生するので、枝を適度に剪
定する。



炭そ病

■葉の縁から淡褐色～褐色の不定形斑点が生じ、枯れたようにな
る。

■激しい落葉を起こすことはないが、美観を損ない、商品価値が
下がる。
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防除対策防除対策
■ 病葉は摘み取る。

■ 薬剤散布は春～初夏にかけてベルクート水和剤（1,000倍液）
やマンゼブ水和剤（600倍液）、ベンレート水和剤（2,000倍
液）、トップジンＭ水和剤（1500～2000倍液）を散布する。

■ 薬剤散布が不可能なところでは、被害木は伐採。病葉は落葉
も焼却。



すす病

■葉や枝の表面にすすが付いたように黒色の粉状のカビで覆われる。

■商品価値が著しく損なわれ商品価値が下がる。

■カビがカイガラムシなどの分泌物・排泄物を栄養源とする場合
と、葉の組織の中に入って繁殖する場合がある。
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防除対策防除対策
■ 枝すかしを行い、風通しをよくする。

■ 発生原因のひとつであるカイガラムシ、アブラムシ、コナジ

ラミなどを駆除すれば、被害は軽減される。

・カイガラムシ：幼虫発生期にスプラサイド（1,000～1,500倍液）・マツ

グリーン液剤２（250倍液）を散布

幹が太ければマツグリーン液剤２（50倍液）を樹幹注入
・アブラムシ：スミチオン乳剤（1,000倍液）・アグロスリン乳剤（2,000
倍液）・マツグリーン液剤２（500倍液）を散布



シキミ・サカキ栽培における病害虫の農薬登録一覧（１）
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シキミ・サカキ栽培における病害虫の農薬登録一覧（２）
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平成２５年４月３０日現在

農薬の使用については、取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください
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